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斯業の概念を超えて新事業着手
着目した新商材を独占的に販売
株式会社プラネット
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業態の枠を超えて新規事業に着手
　秋田市の株式会社プラネットは昭
和60年に印刷製版業で創業した企
業。業界を取り巻く環境は厳しく、デ
ザイン・印刷関連以外の新規事業の
立ち上げにも積極的に取り組んで
きた。
　その一環として昨年夏から事業化
したのが、「ブライトボックス」とい
う商品名のLED看板の販売だ。「ブラ
イトボックス」は、デザインを施した
半透明のシートの背面にフルカラー
のLEDを配し、それをプログラムで
複雑に点滅させることによって動画
に近い繊細な表現を可能にした新感
覚の発光看板だ。

販路開拓にセンターの制度を利用
　システム自体は韓国の企業が開

発したもの。プラネットの佐々木雄
大制作部長は昨年韓国企業でLEDの
点滅プログラムの研修を受けてき
た。現時点では国内でこのプログラ
ムを出来るのはプラネットの２名
しかいない。ボックスの表面に貼る
シートはプラネットのデザインと
印刷の部門で内製出来るのも強み
になっている。
　「問題は販路の開拓だったんです
が、あきた企業活性化センターの“ふ
るさと応援ナビゲーター”の制度（※
脚注参照）を利用させてもらって、店
舗施工やディスプレイを得意とする
東京の大手デザイン会社を紹介され
ています。新規性の高い製品として
関心を持ってもらっています」（浅利
紀久雄取締役常務）

今後需要が見込まれる防災用品も
　プラネットで展開中のもう一つ
の新規事業が、蓄光製品の販売。
　蓄光とは、文字通り外光や人工光
の光を蓄えて暗闇でも発光する製
品の性質を指し、時計の文字盤など
にも使用されている。従来使用され
ている黄緑色蓄光顔料とは異なり、
プラネットが扱うのは青緑色蓄光
製品。10時間以上の長い発光能力が
あり、耐水性にも優れているので野
外の避難誘導看板などにも好適な

企画・デザイン・印刷・映像制作など、主にソフトの分野で事業展
開を行ってきた企業が、更なる社業の伸張を目指してハードの分
野にも進出。着目した商品力の高い二つの新商材を先行的かつ独
占的に取り扱うことで、地元主体だったこれまでの商圏を東日本
一円まで拡大して展開する。

センター事業活用事例
ふるさと応援ナビゲーター

蓄光製品は防災用品として今後の普及が期待されてい
る。暗闇でも電源などなしに10時間以上自発光する。 電気を使わない新発想の排水管凍結防止装置を

自社社屋で実証実験中。（構造は現時点では非公開）

ブライトボックスのベースは韓国製。プログラムでLED
の発光を無限に表現できる。（写真上）
国内でブライトボックスのプログラムが出来るのは
佐々木部長含めてプラネットの社員２名のみ。（写真中）
ブライトボックスのシート印刷にも使われる特殊印刷
機（UVプリンター）は県内ではプラネットのみの導入。

（写真下）

素材になっている。震災以降、各地で
災害への備えの意識が高まってい
る時だけに、時宜を得た商材と言え
るだろう。

株式会社プラネット

防水工事従事の経験をふまえて
排水管凍結防止装置を自社開発
株式会社ヨシダアニー

寒冷地の建物排水管の凍結に着目
　株式会社ヨシダアニーの吉田喜
廣社長は防水施工１級技能士の肩
書を持つ防水のプロ。大学を出てか
ら10年ほど東京で防水の仕事に携
わり、秋田に戻って今の会社を起業
して四半世紀余りになる。雨漏りの
原因を突き止める専門家は日本で
は少なく、雨漏り調査の依頼も数多
く手がけている。
　従来は雨漏り予防、雨漏り補修、そ
の延長線上のリフォーム工事の仕
事が多かったが、それらの仕事を続
けながら感じたのは、寒冷地で建物
の外壁を伝う排水管の凍結事例が
多く、それを予防するために設置し
たロープ状のヒーターも故障が多
くて機能していないことが少なく
ないという現実だった。

既存品に代わる高機能製品を開発
　故障の多い従来製品に代わるも
のを自分で創り出そうと思い立ち、
平成16年に排水管の最下部に装着
する筒状のヒーター「ほあんかん」の
開発に着手した。従来型ヒーターよ
りも格段に省電力ながら機能面で
も信頼性が高く故障もしないとい
う、完成形に近い装置になっている。
　翌17年には実用新案を取得、東北
を中心にこれまでに3000台余りに
のぼる納入実績が、市場の高い評価
を物語っている。
　「当社は外仕事が多いので冬にな
ると仕事が減ります。そこで、『ほあ
んかん』については、パーツの製造を
外注して組み立てを社内でやるこ
とで冬場の仕事を生み出すという
思惑もありました」（吉田社長）

次期製品も準備、将来は欧米にも
　現在は産学官の連携で「ほあんか
ん」に続く第二弾の排水管凍結防止
装置の研究開発中。特殊形状のポリ
カーボネート成型品を排水管の中に
通し、流体力学の応用で電力等を一
切使わずに凍結を防止するという新
発想の装置。特許は取得したが実証
実験の継続中で、今はまだ詳細な写
真は見せられないと言う。この研究
開発にあきた企業応援ファンドを利
用して、開発コストの３分の１に充
てている。

建築物でしばしば悩まされるのが雨漏りや原因不明の漏水。寒
冷地では冬期の排水管の凍結がそれらに拍車をかけることも
少なくない。既存の対策製品は機能的に不完全なものが多いこ
とから、“防水のプロ”がメンツにかけて高機能凍結防止装置を
自社開発。将来は海外への販売も目指す。

センター事業活用事例
あきた企業応援ファンド

自社開発製品のパンフレット。（写真上）
排水管凍結防止用ヒーターの決定版として自社開発し
た「ほあんかん」。（写真中）
社屋外観（写真下）

ブライトボックスの説明をする浅利紀久雄取締役常務（左）と佐々木雄大制作部長。
ブライトボックスのデザインと印刷、プログラムを一体で内製できるのがプラネットの強み。

防水のプロとしての永年の実績を生かして「ほあんかん」を独自開発した
吉田喜廣社長。製品はパーツ製造を外注し、自社工場で組み立てて出荷している。

　来春までには販売体制を整える予
定で、将来的には「ほあんかん」と開
発中製品の２本立てでヨーロッパや
北米などにも売り込んでいく構想で
いる。
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株式会社ヨシダアニー

［脚注］ふるさと応援ナビゲーターとは
秋田にゆかりのある首都圏等企業者及び企業OBで構成する数十名の専門分野スペシャリストが、秋田の企業が
つくった新商品の具体的な販路開拓を支援する制度。
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